
第1回WGの議事内容と対応方針

No. 主な議事内容 対応方針

1
下水道事業へのW-PPPの導入について、短期的には管路のみ
で導入する場合のVFM算出等の勉強会を実施したい。

下水道事業におけるW-PPP導入に関する勉強会は、7月24日
（木）に開催した汚水処理事業広域化・共同化研究会分科会にて
実施。
今後も市町担当者のニーズに合わせて、勉強会や個別相談会を
実施する。

2
中長期的には流域下水道と流域関連公共下水道をセットにした
導入を検討したい。

広域的な導入については、中長期的な検討として位置づける。

3
上下水道の連携を進める上で、水道と下水道、それぞれの特色、
取組等の勉強会を開催したい。

短期的には、研修会を実施する。

4 人材育成・確保を今後の議論のテーマとして追加したい。

人材育成・確保をテーマとして追加する。
短期的には、上下水道合同研修会の実施やリクルート活動を実
施する。

5 財源確保を今後の議論のテーマとして追加したい。
財源確保をテーマとして追加する。
短期的には、上下水道予算制度等の勉強会や使用料・料金改定
に関する研修会等を実施する。

6 必要に応じて、担当者レベルでの作業部会も開催したい。

水道・下水道の個別事項については、水道広域化研究会および
汚水処理事業広域化・共同化研究会作業部会において、WGに関
連した議論を担当者レベルで行うこととする。
上下水道一体で開催する必要がある場合は別途開催する。

7

各市町等の特性や状況が異なる中で、何を共同化していけるか
議論したい。
共同化に関する施策の優先順位と実施スケジュールを検討した
い。

各市町等に対し、共同化の推進に関するアンケート調査を実施
し、その結果を踏まえ、優先的に共同化を検討していく事項の選
定と各市町の参画の意向をとりまとめる。優先順位とスケジュー
ルについては、WGで議論を行う。

8
下水道に関して、流域下水道事業の処理区単位で議論する機会
を設けてほしい。

必要に応じて広域化・共同化研究会の分科会として開催する。
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各市町（組合）等が抱える課題と提案、取組方針（案）について

上下水道分野 水道分野 下水道分野

⇒上下水道BCPの策定
⇒上下水道合同訓練の実施

⇒水道施設の統廃合・共同利用 ⇒し尿処理場の流域下水道への統合

③ 人材育成・確保 ・・・ 合同研修会や合同職業説明会の実施

④ 財源確保 ・・・ 経営状況分析と今後の見通し

② 維持管理効率化 ・・・ 共同発注・調達・利用、情報一元化、申請書類統一化・一括審査、施設の統廃合

① 災害対応 ・・・ 上下水道BCPの策定、上下水道一体となった災害対応訓練の実施

課題②【老朽化施設の増大】
広域連携の実施（施設の統廃合）

課題①【災害対応】
上下一体での災害対応のノウハウ
が不足

課題②【老朽化施設の増大】に対応する課題③【ヒトの不足】 や課題④【カネの不足】

⇒合同研修・外部委託
⇒漏水調査等の共同発注
⇒システムの共同化
⇒設備・機器等の共用化

⇒管路点検・調査の共同発注
⇒改築更新の標準化
⇒下水道台帳の共有化

⇒ W-PPPの導入に向けた
勉強会・個別相談会

⇒管路等埋設物データの共有化
⇒点検調査等の共同化
⇒共通資機材の共同調達
⇒給排水申請手続きの共同化

課題②【老朽化施設の増大】
汚水処理手法の見直し
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